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検証実施証明書

近畿大学

学長畑博行殿

雫多

貴機関は、国立大学法人動物実験施設協議会及び公私立

大学実験動物施設協議会による「動物実験に関する相互

検証プログラム」による自己点検・評価を行い、その結

果に対する検証を本委員会が実施したことを証します。
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国立大学法人動物実験施設協議会・公私立大学実験動物・'

動物実験に関する相互検証プログラム司&

検証委員会委員長八神建畢'旦女三ヨ

平成24年3 月 29 日
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検証結果報告書(近畿大学)

動物実験に関する検証結果報告書

(近畿大学)

動物実験に関する相互検証プログラム

(国立大学法人動物実験施設協議会・公私立大学実験動物施設協議会)

平成器年9月
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検証結果報告書(近畿大学)

近畿大学学長

畑博行殿

貴機関における動物実験の実施体制に関して、提出された自己点検'評価ボ0果報口書に
対する検証結果を通知します。

対象機関:近畿大学

申請年月日:平成 23 年 7 月 14 日

訪問調査年月日:平成 23 年 8 月 30 日

調査員:佐加良英治(兵庫医科大学)
三好一郎(名古屋市立大学)

松田幸久(秋田大学)

国立大学法人動物実験施設協議会・公私立大学実験動物施設協議会

動物実験に関する相互検証プロ喚翫太遊範

平成器年9 月 21日

検証の総評

近畿大学は紬有余年の歴史を持ち、大阪、奈良及び和歌山から九州にわたって 13
学部鮨学科及び大学院Ⅱ研究科、加の研究所等、学生数は約3万人を擁す全国有数
の総合大学である。近年、複数のCOEプログラムの選定を受けるなど、様々な分野の研
究業績に対する評価が高い。この広大な総合大学において、適正な動物実験を推進する
目的で、大きく、地理的にも分離している組織を統一規程と動物実験委員会でまとめて
おり、動物実験計画の審査、承認、結果報告、教育訓練など、文部科学省の基本殆針に
則した動物実験の実施体制が整備されている。また、可能な限り部局にある動物実験小
委員会を活用して現実的に対応している点は非常に高く評価できる。施設'a又備の一部
に老朽化が見られるが、日常的な維持管理が行き届き良好な状態が維持されている。新
たな飼養保管施設も更新・設置されており、総合的に見て、良好な管理体制のもとで動
物実験が適正に実施されている。

一方、各部局の動物実験の実施にっいては、規模や内容が異なるため、様々な体制整
備の基準に不統一な点が見られる。また、基本指針の制定の前から動物実験小委員云が
設置され、既存の規程に基本指針の内容を取り込んだため、部局の動物実験小委員云及
び全学的な動物実験委員会の関係や役割分担が明確でない部分がある。これらに関して
は内規やマニュアル等の整備により改善可能な事項であり、改善ヘの努力を期往する0
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検証結果報告書(近畿大学)

1 機関内規程

D 機関による自己点検・評価結果

.基本指針に適合する機関内規程が定められている。

口機関内規程は定められているが、一部に改善すべき点がある。

口機関内規程が定められていない。

2)自己点検・評価の妥当性

平成 19年4月 1日に「近畿大学動物実験規程」が定められており、その内容は基本指針に適合し

ている。よって、動物実験に関する機関内規程の整備状況について、自己点検・評価結果は妥当な

ものと判断する。

検証結果

規程及び体制等の整備状況

3)検証の結果

.基本指針に適合する機関内規程が定められている。

口機関内規程は定められているが、一部に改善すべき点がある。

口機関内規程が定められていない。

4)改善に向けた意見

特になし。

2 動物実験委員会

1)機関による自己点検・評価結果

.基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。

口動物実験委員会は置かれているが、一部に改善すべき点がある。

口動物実験委員会は置かれていない。

2)自己点検・評価の妥当性

動物実験委員会は、 n学音Ⅲ大学院5研究所等から学長が指名した、動物実験等に関して優れた

識見を有する者、実験動物に関して優れた識見を有する者、その他の学識経験を有する者を含む器

名の委員により構成されており、基本指針に適合している。よって、動物実験委員会の整備状況に

ついて、自己点検・評価は妥当なものと判断する。

3)検証の結果

.基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。

口動物実験委員会は置かれているが、一部に改善すべき点がある。

口動物実験委員会は置かれていない。
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検証結果報告書(近畿大学)

4)改善に向けた意見
教育訓練等、動物実全学的な動物実験委員会の他に、各部局に動物実験小委員云があり、一部、

験委員会の役割を担っているが、動物実験委員会と小委員云の関連性を定我した内規、よ、
程で定めている動物実験委員会の役割と小委員会の役割の関連がわかりにくい0 マ後、そ、
役割を整理されたい。

3

機関による自己点検・評価結果1)

口基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている0

.動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき小がある0
口動物実験の実施体制が定められていない。

動物実験の実施体制

2)自己点検・評価の妥当性

動物実験規程、動物実験計画書、動物実験計画書変更願、動物夫験結果報口書等、動夫
随時、改善・適正施するのに必要な規程や書式等が整備されている。1寸に、書式の修正寺により、

化が推進されていることは評価される。ただ、動物実験計画の審且要領や実験計U白の六'よヨ
載要領が定められていない。よって、動物実験の実施体制が定められているが、一部に改口、
点があるという自己点検・評価は妥当なものと判断する0
3)検証の結果

口基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている0

.動物実験の実施体制が定められているが、一音Ⅲこ改善すべき小がある0
口動物実験の実施体制が定められていない。

4)改善に向けた意見

動物実験計画の審査要領や記載要領を定められたい0

4 安全管理を要する動物実験の実施体制

機関による自己点検・評価結果D

口該当する動物実験の実施体制が定められている0

.該当する動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき小かある0
口該当する動物実験の実施体制が定められていない0

口該当する動物実験は、行われていない。

2)自己点検・評価の妥当性
微生物取扱安全管理規程、遺近畿大学安全要項(感染性廃棄物管理、有害化学物質の取扱いミ年)、

伝子組換え実験安全管理規程等にっいては定められているが、現在新しい動物実験施散
感染動物実験等に対応する実施体制が整備されていない0 また、動薬学部と理工学部に関しては、

物実験規程で作成するとしてある、火災、地震等の災害マニュアルが定められていない0 よっ、
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検証結果報告書(近畿大学)

安全管理を要する動物実験の実施状況について、概ね良好であるが、一部に改善すべき点があると

し、自己点検・評価は妥当な内容と判断する。

3)検証の結果

口該当する動物実験の実施体制が定められている。

.該当する動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。

口該当する動物実験の実施体制が定められていない。

口該当する動物実験は、行われていない。

4)改善に向けた意見

薬学部と理工学部に関しては、新しい動物実験施設が完成するまでに感染動物実験等に対応する

実施体制を整備されたい。また、火災、地震等の災害マニュアルについても整備されたい。

実験動物の飼養保管の体制

1)機関による自己点検・評価結果

.基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。

口概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

2)自己点検・評価の妥当性

実験動物の飼養保管は、6学音田研究所1農場で30の飼養保管施設で行われている。すべての飼

養保管施設は各部局の実験動物管理者より「飼養保管施設設置承認申請書」を学長に提出している。

動物実験委員会は申請された、1府3県にまたがる飼養保管施設の視察、改善指示を行っておりそ

の記録も保管されている。これらの結果を受けて、学長は飼養保管施設の設置を許可しており、適

正な飼養保管体制である。よって、実験動物の飼養保管状況について、自己点検・評価は妥当なも

のと判断する。

3)検証の結果

.基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。

口概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

4)改善に向けた意見

特になし。

6

大阪府、奈良県、和歌山県、広島県に存在する6学音Ⅲ研究所1農場で動物実験が行われており、

そのすべての飼養保管施設の視察と改善指示を行っており、その取り組みは高く評価できる。

その他(動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果)

5
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検証結果報告書(近畿大学)

1 動物実験委員会

1)機関による自己点検・評価結果

口基本指針に適合し、適正に機能している。

.概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

2)自己点検・評価の妥当性

動物実験委員会は定期的な委員会開催以外に必要に応じ、持ち回り委員会等も行われている。動

物実験委員会は、実験計画の審査、実験の実施結果の把握、飼養保管施設の審査及び登録とその後

の状況把握等を行っており、動物実験委員会は基本指針に定めた機能を十分に支障なく行っている。

ただ、動物実験計画の審査要領が定められていないことから部局間の審査基準に不統一な点が見ら

れることを問題視し、概ね良好であるが、一部に改善すべき点があるとした、自己点検・評価は妥

当な内容と判断する。

Ⅱ 実施状況

3)検証の結果

口基本指針に適合し、適正に機能している。

.概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

4)改善に向けた意見

動物実験計画書の審査要項を整備されたい。

2 動物実験の実施状況

1)機関による自己点検・評価結果

.基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。

口概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

2)自己点検・評価の妥当性

この3年間に87H牛の動物実験計画の審査を行い、審査過程も記録されており、動物実験計画の

立案、審査、承認は適正に実施されている。動物実験終了報告書が整備され、結果報告は 100%の

提出率である。よって、動物実験の実施状況について、基本指針に適合し、適正に機能していると

し、自己点検・評価は妥当な内容と判断する。

3)検証の結果

.基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。

口概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。
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検証結果報告書(近畿大学)

4)改善に向けた意見

動物実験終了穀告書で計画通り実験が終了したにもかかわらず、成果が記載されていないものが

散見されたので、今後指導されたい。

3 安全管理を要する動物実験の実施状況

1)機関による自己点検・評価結果

.該当する動物実験が適正に実施されている。

口概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

2)自己点検・評価の妥当性

安全管理を要する動物実験に事故報告はなく、安全に動物実験が実施されている。また、安全管

理を要する動物実験ごとにりストを作成して管理している。P3A対応の則A共同研究室には専任の

管理者を置き、万全の管理体制がとられている。しかしながら、一部の部局では飼養動物の微生物

モニタリング検査体制が構築されていない。飼養動物の微生物学的品質、飼養保管施設の清浄度等

の問題もあるが、主要な人獣共通感染症の検査は必要である。よって、安全管理を要する動物実験

の実施状況について、概ね良好であるが、一部に改善すべき点があると判断する。

3)検証の結果

口該当する動物実験が適正に実施されている。

.概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

4)改善に向けた意見

医学部以外の部局における人獣共通感染症の検査体制を検討されたい。

4 実験動物の飼養保管状況

1)機関による自己点検・評価結果

口基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。

.概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

2)自己点検・評価の妥当性

実験動物の飼養保管は、ほとんどの施設で飼養保管マニュアルに沿って行われているが、一部の

学部ではこれが定められていない。実験動物飼養保管基準に定める実験動物の入手先、病歴、飼育

歴等は実験動物搬入記録、実験動物飼養管理業務日誌、実験動物増減台帳等に記録されている。ま

た、飼養者には適切な飼養保管が行われるよう教育を実施し、その記録も保管されている。よって、

実験動物の飼養保管状況について、概ね良好であるが、一部に改善すべき点があるとし、自己点検・
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検証結果報告書(近畿大学)

評価は妥当なものと判断する。

3)検証の結果

口基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。

.概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

4)改善に向けた意見

早急に、すべての部局において飼養保管マニュアルを定められたい。

施設等の維持管理の状況

D 機関による自己点検・評価結果

口基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。

.概ね良好であるが、一音隣こ改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

2)自己点検・評価の妥当性

築年数や規模の異なる飼養保管施設であるが、適正な維持管理がなされるよう改善指導を行って

いる。法律で点検等の定められている機器に関しては、その記録を確認した。また、老朽化に伴う

施設設備の改善計画も進行中である。しかしながら、・一部の飼養保管施設では改善指導後の確認が

されておらず、また必要なマニュアルが整備されていない。昨今の状況から鑑みて、一部、入室制

限の緩さも懸念される。よって、施設の維持保管状況について、概ね良好であるが、一部に改善す

べき点があるとし、自己点検・評価は妥当なものと判断する。

3)検証の結果

口基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。

.概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

4)改善に向けた意見

施設等の改善指導後の確認を行い、必要なマニュアルを整備されたい。また、施設設備の改善計

画の更なる推進を検討されたい。

6 教育訓練の実施状況

D 機関による自己点検・評価結果

.基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。

口概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

8
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検証結果報告書(近畿大学)

2)自己点検・評価の妥当性

実験動物管理者、動物実験責任者、動物実験従事者及び飼養者について、動物実験小委員会が教

育訓練を行っている。また、学部学生に関しても、教育訓練は行われている。教育訓練実施記録や

教育訓練参加者一覧、その他の教育訓練資料等がよく整備されており、基本指針に則した教育訓練

が実施されている。年2回の定期開催以外の教育訓練も実施されており、研究者ヘの配慮もされて

いる。よって、教育訓練の実施状況について、自己点検・評価は妥当なものと判断する。

3)検証の結果

.基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。

口概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

4)改善に向けた意見

特になし。
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1)機関による自己点検・評価結果

.基本指針に適合し、適正に実施されている。

口概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

自己点検・評価、情報公開

2)自己点検・評価の妥当性

近畿大学ホームページに「動物実験に関する情報」として動物実験委員会、動物実験小委員会の

活動状況、実験計画の件数、教育訓練実施状況、動物実験規程、動物実験計画書等の申請様式等が

公開されている。よって、自己点検・評価、情報公開について、基本指針に適合し、適正に実施さ

れているとし、自己点検・評価は妥当なものと判断する。

3)検証の結果

.基本指針に適合し、適正に実施されている。

口概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

口多くの改善すべき問題がある。

4)改善に向けた意見

今後、情報公開の例として基本指針に例示されている、自己点検・評価帳告書、実験動物の飼養

及び保管状況等、並びに検証結果報告書も併せて公開されたい。
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検証結果報告書(近畿大学)

8.その他

(動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果)

意見

複数の府県にまたがりキャンパスがあるため、それぞれの飼養保管施設や実験施設の規模や整備

状況が異なっている。しかしながら、動物実験委員会が中心となり基本指針に適合した動物実験を

行うよう、弛まぬ努力を行っている点は高く評価できる。今後は様々な整備を行い、各部局間での

基準の標準化を図られたい。
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